
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度、地域にあるお店で関わった商品が、

市販の情報雑誌に掲載されました。そのこと

を知り、実際に情報誌を手にして、記事を読

むと、自分たちが取り組んできたことが、広

く世間に採り上げられ、発信されていること

にうれしさと共に誇りを感じました。そのこ

とから雑誌に興味・関心を高め、自分達で地

域のことを調べ、雑誌を作ることができない

かといった案が出されました。さらに地域の

ことを取材し、雑誌といったものにしていく

おもしろさに関心を高めていったことから、

多くの共感が得られました。 

売られている雑誌を見合いながら、いろい

ろな工夫を見つけました。そして、商店街を

中心にタウンウォッチングに出かけました。

すると、「○○の商品が金賞に選ばれたことを

載せたいな。」「弘明寺にしかないこの店のこ

とを紹介したい。」「店だけではなく、施設や

商店街の行事も紹介したらどうか。」などの

様々なことを見つけてきました。学級全体で

見つけてきたことを共有しながら、タウンウ

ォッチングを学区内に広げていきました。 

実際に雑誌を作る上で、プロの方は、ど

のように取り組んでいるのかを教えてい

ただきたいと思い、「横浜ウォーカー」の

編集長の方に雑誌作りについて話をうか

がうことができました。すると、どんな雑

誌にしたいのか、雑誌作りの大まかなスケ

ジュールはどうするのかなど、雑誌作りに

向けて考えていくべきことを具体的にア

ドバイスいただきました。 

そこで、雑誌作りに向けた目標やどんな

ことを記事にしていくかを話し合ってい

く中で、弘明寺商店街のお店をただ紹介す

るのではなく、テーマを決めて記事の内容

を考えていくことになりました。「科目別

にまちを切り取る」、「商店街を中心とした

トピック」の 2 チームに分かれ、記事の内

容を考えています。 


